平成24年10月14日

　お茶大附中

平成24年　10月例会記録（午後の部）

出席：中村恭、宮本、栗原、熊谷、高野章、松田、勢畑、茅野、佐藤

午後の内容
（１）午前の報告

　・３月の合宿は、全国から来た人が集まりやすい立地も考えて「お茶の水中・小」で実施の方向。
　　日程　第１希望　３/２７・２８（水・木）　　第２希望　３/２８・２９（木・金）

・宿泊は未定（本郷あたりのお値段がお安めの宿…？）

　宿泊担当のなおみ先生、よろしくお願いしますとのことです。
　　夜は食事会（栗原、宮本が宿泊の近くで探す）を実施したい。
　・合宿や研修のDVDは労力の割になかなか販売件数が伸びない。今後の方針は検討しましょう。　

　　７月の研修会DVD完成　\2000‐
（背景には You tube などインターネット上の動画の影響もあるのでは？）

（２）午後の内容

～諸連絡～

○授業計画について
　・乙女先生より、授業計画案の配布。11/2の公開授業では、佐藤先生が「しんぶんし」題材に授業を行う。乙女先生はTTで入る。

○授業計画案あれば、みなさまも持参をお願いします。

○研究講義
中村恭子先生より講義

「ダンス学習の内容と方法」　明日からトライ！ｐ140-ｐ143
◇講義終了後の協議

　◎ｐ141の表１「創作ダンスの題材と学ばせたい技能」から
　　・テーマはカテゴリーとして捉えたい⇒学習指導要領の語句に照らし合わせると「テーマ」に。

　　・ダンスの評価基準は、体育分野の中でもなかなか確立されていないが、ＤＫＷこそが学習の内容であり、実技の評価基準に該当する部分になる。

　　・ＤＫＷ１つ１つがダンスにとって必要な要素⇒生徒に理解させたいもの。

　　・題材を学ばせるのが目的ではなく、それらに関わる創作技能を身に付け、創作ダンスにつなげていかせたい。

　　・「保つ‐崩れる」のもっと良い表現→「かたまる‐とける」。

　◎作品創作の流れについて

　　・創作ダンス主題があるから創作ダンスになる。

　　・‘リズム’のダンスは、リズムにのって踊ること。
　　　⇒創作ダンスづくりから授業を展開していけば、‘リズム’のダンスも創作ダンスにつながっていく。

　　・動きづくりから入る表現でも、結果は主題のある作品になる。
　◎その他
　　・ダンスの楽しさが「踊って良かった、楽しかった」で終わるのではなく、「他者との関わりやつくっていく楽しさ」など、色々な意味を授業に活かしていきたい。

　　・「リズムのダンス」は現場では扱いやすいが、同じ型のあるダンスというのが世の中の流れになってしまっている。「リズムのダンス」の中でも、創作の要素を取り入れたり、創作の指導についての効果的な声かけなど、指導法として確立していければ。
　　・創作の「テーマ」について、これから新しい題材の開発をしていきたい。
◇実技

　①ひょっこりひょうたん島

　　曲：ひょっこりひょうたん島（オリジナルはつなげて使用、モーニング娘はリズムが少し早い）

　　（基本、当てぶり）

　　　３人で列になって　　前奏はリズムに合わせてｼﾞｬﾝﾌﾟ

　　　波を～　　　　　　　（前へ）クロールで波を切り泳ぐ

　　　雲を～　　　　　　　（逆向き）平泳ぎですいすい泳ぐ
　　　ひょうたん島は～　　左右交互に探す感じ（リズムに合わせて）

　　　（２回目）行く～　　ＥＸＩＬＥでグルグル　

　　　丸い～　　　　　　　３人で輪をつくりまわる

　　　何かが～　　　　　　一箇所つないだ手を切って、横一列～うにゃうにゃする

　　　苦しいことも～　　　超苦しむ！

　　　悲しいことも～　　　超悲しむ！

　　　だけど僕らは～　　　決意するポーズ

　　　泣くのは～　　　　　円になって肩を組みｼﾞｬﾝﾌﾟでまわる

　　　進め～　　　　　　　片手をあげてｼﾞｬﾝﾌﾟ！　　～すぐ走る
　　　ひょっこり～　　　　腕を広げて胸を張り１歩前へ　　　×３回

　　　３回目は手を振って分かれる

　　　間奏の間は出会う人とハイタッチ

　　　新しい３人組をつくる

協議
　　・次々すすむ展開がいい。
　　・曲はオリジナルでもモー娘バージョンでも良いが、モー娘の方がリズム早い。間奏があるので、うまく使えれば踊りやすいかも。

　②座頭市　の曲を使ってウォーミングアップ　

曲：Ｆｅｓｔｉｖｏ　
　　東京都高等学校保健体育研究会　舞踊研究委員会が平成20年度に発行したもの
　４エイト　　　①両脚しこふみｼﾞｬﾝﾌﾟ&手を前から横へ　最後は上から横へ
　４エイト　　　②サイドステップしながら手の突き出し　横・前・上・下
　４エイト　　　③軸の動き　　片足を軸にして体幹をつかって片足バランス、体を前後に動かす
　４エイト　　　④１エイトで片足（右足）をうしろに上げて降ろし、１エイトで左足軸に２回転
　　　　　　　　　同じ動きを足を変えて行う。

　４エイト　　　⑤サイドステップ＋手を上下に振り切る、リズムにのる　

４エイト　　　⑥１エイトでボックスステップ（四角にまわる）＋１エイトステップ

　　　　　　　　　同じ動きを足を変えて行う。

　６エイト　　　⑦ランニング（１ｴｲﾄ右・１ｴｲﾄ左・１ｴｲﾄ右まわり、１ｴｲﾄ左・１ｴｲﾄ右・１ｴｲﾄ左まわり）
　２エイト　　　⑧ｼﾞｬﾝﾌﾟｽｸﾜｯﾄ１エイトゆっくり　＋　ランニングマン１エイト

　４エイト　　　⑨１エイト地団駄ステップ（右・左・右・右、左・右・左・左）

＋１エイト　右・左にグレープバイン

逆足からもう一度

　３エイト　　　⑩右足を下にキック1･2･3･4　左足を後下にキック5･6　半回転7･8

　　　　　　　　　左足を下にキック1･2･3･4　右足を後下にキック5･6　半回転7･8

　　　　　　　　　右足を下にキック1･2･3･4　左足を後下にキック5･6　１回転7･8

　４エイト　　　⑪両脚しこふみｼﾞｬﾝﾌﾟ&手を下から上へ　

　２エイト　　　⑫１エイト　サイドステップ＋手を上下に振り切る、リズムにのる

　　　　　　　　　１エイト　サイドステップ＋手を上下に振り切る、リズムにのる前後に進んで戻る

　４エイト　　　⑬１エイト＋４カウント　サイドステップふんで、手を上で振りかぶる

　　　　　　　　　４カウント　　　　　　右足軸に１回転

　　　　　　　　　同様の動きを逆足で。

　２エイト　　　⑭地団駄ステップでひとまわり
　１エイト　　　⑮その場で地団駄ステップ

　　　　　　　　　６回ｼﾞｬﾝﾌﾟ（近くの人と手をタッチしながら）　決めポーズ
協議
　　・ウォーミングアップにするには、強度が強すぎる？

　　・体があったまる。

③表現運動
　「球技につながるダンスの動き」

· エアーなわとび

· スポーツいろいろ　

　　　２人組　　　　　　　

　　　　↓

　　ＡのマネをＢがしたら、

　　入れ替えてもう１回

　　　　↓

≪ポイント≫　１人が止まっているときのもう１人の動きを見る

　　　　　　　ポーズしながら相手を見る　　　　　　　　　　　⇒空間感覚を養う

　　　　　　　ぶつからないように　　　　　　　　　　　　　　　バスケなど、相手を見て動く

　　　　　　　よける　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　球技の動きづくりにつなげる

協議
　・とっさに「スポーツ何かやってみよう」だとできないから、「できなかったら○○でもいいよー」

とかこちらで指示を出したりする。

　・リーダーについていくことに慣れるために、お互いの役割分担をしっかりさせたり、イメージ出しをしっかりしてあげる。

　・ヒントは出してあげたほうがいい。１回話し合う時間をもうけて。

　・「テニス」とかだと止まったまま、その場でやってしまうこともありえるから、「動きながらやってみよう」など声かけを。

　・条件を複雑にすると難しくなるので、１種目を順番に２回ずつやってみるなどが良いのかも。１種目の中でも違った動きをやってみるなど（バスケのディフェンスとオフェンスのように）。
　　Ａ⇒Ｂ　Ａ⇒Ｂ　、Ｂ⇒Ａ　Ｂ⇒Ａ　など

　・ＡさんとＢさんの間でのせめぎ合い、かけひきなどさらにスポーツにつなげることはできるのではないか。

　・パートナーがいて、そのパートナーのことを意識して動く・・・となっているから、本人（児童）が空間を意識できるように「相手をみて」「ぶつからないで」「相手を見失わないように」など声をかけてあげる。

　・「球技につながる」よりかは、「スポーツの基礎となる体の動き」が合っている。

○次回の予定について

　・１１月１８日（日）　場所：お茶の水小学校　13：00から　進行：津田　記録：浅川
　・講義：栗原先生「小学校４年生と６年生の表現運動における発達の違い」について

　・実技：山下先生（小）、君和田先生（高）、松田（高）

